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序章  『念仏三昧宝王論』研究史  
第１章 『念仏三昧宝王論』の撰述年代―飛錫の事跡に関連して―  
第２章 『念仏三昧宝王論』諸本の系譜について―その流伝背景と関連して―   
第３章 『念仏三昧宝王論』と飛錫遺文の関連性―長安仏教界の動向を手がかりに―  
第４章 『念仏三昧宝王論』と廬山慧遠崇拝―往生伝の変遷と関連―  
第５章 『念仏三昧宝王論』に見える飛錫の修道論―「無上深妙禅門」の概念を基軸に  
して―  
 結章   浄土教典籍としての『念仏三昧宝王論』  
 






















14 世紀に遡る日本の禅林寺に伝わる写本 1 種、清朝代の刊本 3 種、中華民国における刊本
1 種、日本の江戸期（慶安、元禄、享保、安永）の刊本 5 種を合わせて 10 種を蒐集し、併
せて中国と日本における『宝王論』の受容形態を広範囲にわたり追跡調査している。諸本
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を加える作業を望みたい。  



















王論』全 3 巻全 20 門にわたる思想史的考察によって、飛錫の仏陀観や人間観にも及ぶ全体
像の解明を期待したい。また副題にある「統合仏教思想」について、論者は安史の乱によ
って地方に個別化、分散化、多様化した仏教思想を統合しようとする働きがあったとの仮
説を立てているが、それを裏づける検証が求められる。論者は飛錫のような経典翻訳に従
事していた者が自身の思想を著作として体系化する事例は中国仏教史上きわめて稀である
と見ている。ただ飛錫が筆受として参与したと伝わる『仁王護国般若経』と『大乗密厳経』
は護国思想を強調する再訳であり、しかも内道場が訳場であることなどを考慮すれば、筆
受や証義という役割についてはなお検討を加えてみる必要がある。飛錫の浄土教信仰の形
成については手掛かりになる資料は多くないが、論者が飛錫研究の方法論として継承する
塚本善隆著『唐中期の浄土教』に示された長安内の寺院配置図を踏まえて、当時の浄土院
や法華道場の配置を再現して飛錫と浄土教の関わりを歴史地理的に探ってみるのも一考で
あろう。  
・以上のような問題点や課題が残されているものの、本研究は 2009 年に大正大学の唐中
期仏教思想研究会が刊行した『念仏三昧宝王論の研究』という総合研究の成果を、独自に
前進させる書誌学的文献学的な基礎研究とそれに基づく新たな知見を幾つも提示した飛錫
研究として高く評価できる。よって博士（文学）の学位に値する論文であることを認める。 
 
 
